
 〜あなたの未来を育む、安⼼と希望の道〜 

 農園主からのご挨拶 
 皆さん、はじめまして！そして、いつも「⾦のたまご農園」にお越しくださり、本当にあり 
 がとうございます。 

 この⼀冊の書は、私がこれまで「⾦のたまご農園」で培ってきた知恵と経験、そして皆さん 
 と分かち合ってきた「未来を育む」ための⼤切なメッセージを凝縮したものです。私⾃⾝、 
 ごく普通の会社員から投資の世界に⾜を踏み⼊れ、たくさんの失敗と学びを経験しながら、 
 ⾃分なりの「農園」を築いてきました。その中で確信したのは、「投資は、特別な才能や莫 
 ⼤な資⾦がなくても、誰にでもできる『⼈⽣を豊かにする営み』である」ということ。そし 
 て、「投資とは、まるで農業のように、⻑期的な視点と、⽇々の地道な⼿⼊れ、そして忍耐 
 ⼒が実りをもたらすものだ」ということです。 

 この本が、皆さんの資産形成の旅路において、安⼼と希望を与え、そして「やればでき 
 る！」という確信を育む「⾦のなる⽊」の種となることを⼼から願っています。さあ、共に 
 あなたの「⾦のたまご農園」を耕し、豊かな未来を築いていきましょう。 

 「⾦のたまご農園」農園主より 



 第1章 ⾦融ピラミッドを登る：アッパーマス層への道 

 1.1 みんなの貯⾦額はいくら？⾦融ピラミッドを考察 

 私たちの農園の⽬的は、ただ収穫を得ることではありません。より肥沃な⼟地へと農園を拡 
 ⼤し、豊かな実りを継続的に⽣み出すことです。投資の世界でも同じように、漠然と貯蓄す 
 るだけでなく、⾃⾝の現在地を知り、⽬標とする「層」を⽬指すことが重要になります。 

 世の中の⾦融資産を保有している⼈々は、⼀般的に資産額に応じていくつかの層に分類され 
 ます。これを**「⾦融ピラミッド」**と呼ぶことがあります。 

 ●  マス層（アッパーマス層の下）：  最も⼈⼝が多い層で、⾦融資産3,000万円未満の 
 ⽅々が該当します。⽇々の⽣活費や教育費、住宅ローンなどに追われ、なかなか資 
 産形成に⼿が回らない、あるいはどう始めて良いか分からないと感じている⽅が多 
 いかもしれません。 

 ●  アッパーマス層：  ⾦融資産3,000万円以上5,000万円未満の層を指します。この層 
 は、ある程度の貯蓄があり、これから本格的な資産形成を⽬指す⽅々にとって、⾮ 
 常に現実的かつ魅⼒的な⽬標となるでしょう。安定した⽣活基盤の上に、さらに豊 
 かな未来を築くための⾜がかりとなる重要なステップです。 

 ●  準富裕層：  ⾦融資産5,000万円以上1億円未満の層です。 
 ●  富裕層：  ⾦融資産1億円以上5億円未満の層です。 
 ●  超富裕層：  ⾦融資産5億円以上の層です。 

 多くの⽅が、まずは「マス層」から抜け出し、次のステップである**「アッパーマス層」** 
 への到達を⽬指しています。このアッパーマス層に到達できれば、⽣活の選択肢が広がり、 
 将来への不安が⼤きく軽減されることでしょう。あなたの「⾦のたまご農園」を、このアッ 
 パーマス層へと引き上げるための具体的な戦略について、次に深掘りしていきます。 

 1.2 「豊かな実り」を叶える３つの戦略 

 アッパーマス層への道は、決して⼀朝⼀⼣に開けるものではありません。しかし、適切な 
 「農作業」と「知恵」があれば、誰にでも到達可能です。私たちが実践する「⾦のたまご農 
 園流」の3つの戦略をご紹介しましょう。 

 戦略１：⼟壌を徹底的に「耕す」（家計管理の徹底と⽀出の⾒直し） 

 どんなに良い種を蒔いても、⼟壌が痩せていては作物は育ちません。投資における「⼟壌」 
 は、⽇々の家計管理とそこから⽣まれる**「種銭」**です。 

 ●  家計の可視化：  まずは、何にどれだけお⾦を使っているかを把握しましょう。家計 
 簿アプリやスプレッドシートを活⽤し、収⼊と⽀出を明確にすることで、無駄の 
 「芽」が⾒えてきます。 

 ●  無駄な⽀出の剪定：  無意識に使っているサブスクリプション、使わないのに⽀払っ 
 ている固定費など、不要な⽀出を思い切って「剪定」しましょう。この剪定が、投 
 資に回せる「種銭」を増やす第⼀歩です。 

 ●  先取り貯蓄‧投資の習慣化：  収⼊が⼊ったらまず「種銭」を確保し、貯蓄や投資に 
 回す**「先取り」**を仕組み化しましょう。残ったお⾦で⽣活する習慣を⾝につける 
 ことが、最も基本的で、最も効果的な資産形成の秘訣です。 



 戦略２：最強の「温室」を活⽤する（新NISAとiDeCoの徹底活⽤） 

 国が⽤意してくれた税制優遇制度は、あなたの「⾦のなる⽊」を税⾦という「⽇差し」から 
 守り、⼤きく育てるための「温室」です。 

 ●  新NISA：  投資で得た利益（配当⾦や売却益）が⾮課税になる「最強の温室」です。 
 年間投資枠が⼤幅に拡⼤され、⽣涯投資枠も設定されたことで、⻑期‧積⽴‧分散 
 投資を強⼒に後押しします。つみたて投資枠と成⻑投資枠を最⼤限に活⽤し、⾮課 
 税メリットを享受しましょう。 

 ●  iDeCo（個⼈型確定拠出年⾦）：  ⽼後資⾦形成に特化した制度で、拠出時、運⽤ 
 時、受取時の3つの段階で税制優遇が受けられます。特に、掛⾦が全額所得控除にな 
 るメリットは⼤きく、所得税や住⺠税の負担を軽減しながら資産形成ができます。 
 原則60歳まで引き出せないという制約はありますが、その分、⻑期的な視点で資産 
 を育てることに集中できます。 

 これら⼆つの「温室」をフル活⽤することが、アッパーマス層への最短ルートと⾔えるで 
 しょう。 

 戦略３：⻑期‧積⽴‧分散、そして「忍耐⼒」という種を蒔く 

 どんな作物も、種を蒔いてすぐに収穫できるわけではありません。時間、継続、そして多様 
 な「種の選定」が、豊かな実りをもたらします。 

 ●  ⻑期投資の⼒：  投資はマラソンのようなものです。短期的な市場の変動に⼀喜⼀憂 
 せず、数⼗年単位の⻑い⽬で資産を育てましょう。「複利」の⼒が、時間の経過と 
 ともにあなたの「⾦のなる⽊」を⼤きくします。 

 ●  積⽴投資の強み（ドルコスト平均法）：  ⼀度に全額を投資するのではなく、毎⽉コ 
 ツコツと決まった額を買い続ける「積⽴投資」は、⾼値掴みのリスクを避け、平均 
 購⼊単価を平準化する効果があります。市場の価格変動リスクを抑えつつ、着実に 
 資産を積み上げていくことができます。 

 ●  分散投資の重要性：  「卵は⼀つのカゴに盛るな」という投資格⾔の通り、特定の銘 
 柄やセクター、地域に集中せず、様々な資産クラス（国内外の株式、債券など）に 
 分散して投資することで、リスクを軽減し、農園全体を盤⽯なものにできます。 

 ●  忍耐⼒という最⾼の肥料：  市場には必ず「嵐」がやってきます。株価が下がった 
 り、経済が混乱したりする時期もあります。しかし、そんな時こそ冷静に、そして 
 希望を持って乗り越える「忍耐⼒」が求められます。感情に流されず、⻑期的な視 
 点を持ち続けることが、最終的に⼤きな実りを得る鍵となります。 

 これらの戦略を実践することで、あなたの「⾦のたまご農園」は確実に成⻑し、アッパーマ 
 ス層という豊かな「畑」に⾜を踏み⼊れることができるでしょう。 



 第2章 ⽼後の安⼼設計：年⾦に頼らない未来を築く 

 2.1 年⾦に頼らない！夫婦2⼈で⽼後30年間を⽣き抜くための貯蓄額とは？ 

 私たちの農園の最終的な⽬標の⼀つは、⽼後という「収穫期」を、誰の助けも借りずに、⾃ 
 分たちの⼒で豊かに過ごすことです。特に、公的年⾦制度への不安が⾼まる中、「年⾦に頼 
 らない」という選択肢を真剣に考える⽅が増えています。 

 では、実際に夫婦2⼈が⽼後30年間（例えば65歳から95歳まで）を⽣き抜くためには、⼀体 
 いくらのお⾦が必要になるのでしょうか？具体的なデータをもとに試算してみましょう。 

 ⽼後の⽣活費の⽬安 

 ●  最低⽇常⽣活費：  公益財団法⼈⽣命保険⽂化センターの調査（2022年度）による 
 と、夫婦2⼈が考える「⽼後の最低⽇常⽣活費」は平均で  ⽉額約23.2万円  。 

 ●  ゆとりある⽣活費：  同調査の「ゆとりある⽼後⽣活費」の平均は  ⽉額約37.9万円  。 
 ●  平均的な⽀出：  総務省「家計調査報告（2023年平均）」によると、65歳以上の夫婦 

 のみの無職世帯の⽉々の平均消費⽀出は約25.1万円。これに税⾦や社会保険料（⾮ 
 消費⽀出）を加えると、おおよそ  ⽉額約28万円〜30万円程度  が平均的な⽀出総額の 
 ⽬安となります。 

 年⾦に頼らない場合の必要貯蓄額の試算 

 これらのデータを基に、「年⾦に頼らない」という前提で、⽼後30年間を⽣きるための貯蓄 
 額を試算してみましょう。 

 ●  シナリオ１：平均的な⽣活を送る場合（⽉額28万円と仮定）  ⽉額28万円 × 12ヶ⽉ × 
 30年 =  約1億100万円 

 ●  シナリオ２：ゆとりある⽣活を送る場合（⽉額38万円と仮定）  ⽉額38万円 × 12ヶ⽉ 
 × 30年 =  約1億3,700万円 

 これらの⾦額は、年⾦収⼊を全く考慮しない場合の「必要最低限」あるいは「ゆとり」を確 
 保するための貯蓄額の⽬安となります。 

 2.2 試算だけでは⾒えない「隠れたコスト」：農園主からのアドバイス 

 上記の試算はあくまで平均値であり、単純計算したものです。現実には、これらの⾦額だけ 
 では⾜りない可能性のある「隠れたコスト」が存在します。 

 1.  インフレの影響：  将来の物価上昇（インフレ）は考慮されていません。例えば、年 
 2%のインフレが続けば、必要な⾦額は⼤きく膨らみます。現在の28万円の価値が30 
 年後も同じとは限りません。 

 2.  医療費‧介護費：  ⾼齢になると、医療費や介護費⽤が増加する傾向にあります。こ 
 れらは⽇常⽣活費とは別に、⼤きな出費となる可能性があります。⽣命保険⽂化セ 
 ンターのデータでは、⼀時的な介護費⽤が平均74.4万円、⽉々の介護費⽤が平均8.3 
 万円で、介護期間が平均61.1ヶ⽉というデータもあります。 

 3.  住宅関連費‧⾞の買い替えなどの⼀時費⽤：  持ち家の場合でも、⽼朽化によるリ 
 フォーム費⽤や修繕費、固定資産税などがかかります。また、⾞の維持費や買い替 
 え費⽤も考慮が必要です。 



 4.  「ゆとり」の価値の上昇：  旅⾏や趣味など⼈⽣の質を⾼めるための費⽤は⾮常に重 
 要ですが、これらの活動にかかる費⽤も、今後上昇する可能性があります。 

 これらの要因を考慮すると、「年⾦に頼らない」⽼後を送るためには、  1億数千万円から2 
 億円近い貯蓄  が必要になる可能性も視野に⼊れるべきでしょう。この⼤きな⽬標を達成する 
 ためには、早期からの計画と、本章で述べた「⾦のたまご農園流」の育成術を実践すること 
 が不可⽋です。 



 第3章 『⾦のなる⽊』を増やす：銘柄選びと管理術 

 3.1 ⾼配当銘柄はこれだ！農園主が厳選する「⾦のなる⽊」10選 

 私たちの農園の魅⼒を⾼めるのは、毎年安定して「実り」をもたらしてくれる「⾦のなる 
 ⽊」、つまり**「⾼配当銘柄」**です。景気や市場の波に左右されにくい、安定した配当を 
 出し続ける企業は、私たちの資産形成を⼒強く後押ししてくれます。 

 ⾼配当銘柄の魅⼒ 

 ●  インカムゲインの魅⼒：  株価の変動に⼀喜⼀憂することなく、保有しているだけで 
 定期的に配当⾦という「収穫」が得られます。 

 ●  株価下落時の下⽀え効果：  市場全体が下落するような「嵐」の時でも、⾼配当を出 
 し続ける企業は、その配当利回りの⾼さから、株価が⼤きく下がるのを下⽀えする 
 傾向があります。 

 ●  再投資による複利効果：  得られた配当⾦を再投資することで、「⾦のなる⽊」がさ 
 らに多くの「実り」を⽣み出す、という複利の恩恵を享受できます。 

 ●  企業の安定性を⽰す指標：  ⾼配当を安定して出し続ける企業は、それだけ堅実な経 
 営基盤と安定した収益⼒を持っている証拠とも⾔えます。 

 農園主が厳選！⾼配当が期待できる「⾦のなる⽊」10選 

 ※ご紹介する銘柄は、記事作成時点（2025年8⽉1⽇）での情報に基づくものであり、将来 
 の配当や株価を保証するものではありません。投資は⾃⼰責任で⾏ってください。 

 1.  NTT (⽇本電信電話) - コード: 9432 
 ○  ⽇本の通信インフラを⽀える巨⼤企業。安定した通信事業が収益の柱であ 

 り、ディフェンシブ銘柄として安定した配当が魅⼒。 
 2.  三菱UFJフィナンシャル‧グループ - コード: 8306 

 ○  ⽇本最⼤級の⾦融グループ。国内景気回復や⾦利上昇局⾯での収益改善が期 
 待される。安定した経営基盤も魅⼒。 

 3.  三井住友フィナンシャルグループ - コード: 8316 
 ○  メガバンクの⼀⾓。幅広い⾦融サービスを提供し、海外事業も強化。株主還 

 元にも⼒を⼊れている。 
 4.  東京海上ホールディングス - コード: 8766 

 ○  国内損害保険の最⼤⼿。安定した保険料収⼊に加え、海外事業の拡⼤も進め 
 る。 

 5.  ⽇本たばこ産業 (JT) - コード: 2914 
 ○  たばこ事業を中核とし、医薬品、加⼯⾷品事業も展開。たばこ事業は国内外 

 で安定した収益を上げており、⾼配当を維持。 
 6.  ENEOSホールディングス - コード: 5020 

 ○  国内最⼤の⽯油元売り企業。エネルギー供給という社会インフラを担い、安 
 定した事業基盤を持つ。 

 7.  キリンホールディングス - コード: 2503 
 ○  ビール事業を中核に、飲料、医薬品、健康⾷品と多⾓的に事業を展開。安定 

 した配当が期待できる。 
 8.  武⽥薬品⼯業 - コード: 4502 



 ○  ⽇本が誇るグローバル製薬企業。新薬開発への積極的な投資と、豊富なパイ 
 プラインが強み。 

 9.  オリックス - コード: 8591 
 ○  リース事業を中核に、多⾓的な⾦融サービスや事業投資を⼿掛ける。分散さ 

 れた収益構造が強み。 
 10.  商船三井 - コード: 9104 

 ○  ⼤⼿海運会社の⼀⾓。世界経済の動向に左右されやすい⾯もあるが、市況に 
 よっては⼤きな配当が期待できる。 

 3.2 銘柄選びの羅針盤！「セクター配分」で『⾦のなる⽊』の多様性を⾼める 
 ⽅法 

 どんなに素晴らしい「⾦のなる⽊」でも、同じ種類の⽊ばかりを植えていては、農園全体の 
 バランスが崩れてしまいます。そこで重要になるのが**「セクター配分」**です。 

 なぜ「セクター配分」が重要なのか？ 

 セクター配分とは、投資する資⾦を様々な業種（セクター）に分散して割り当てることで 
 す。 

 1.  リスクの分散：  特定のセクターに集中すると、そのセクターに悪影響を及ぼす事態 
 が発⽣した際に、ポートフォリオ全体が⼤打撃を受けるリスクが⾼まります。セク 
 ターを分散することで、このリスクを軽減できます。 

 2.  収益機会の拡⼤：  すべてのセクターが同時に成⻑するわけではありません。複数の 
 セクターに投資することで、どこかのセクターが伸び悩んでも、他のセクターの成 
 ⻑が全体を押し上げ、安定した収益機会を捉えやすくなります。 

 3.  ポートフォリオの安定化：  値動きの異なるセクターを組み合わせることで、ポート 
 フォリオ全体のボラティリティ（価格変動の幅）を抑える効果が期待できます。 

 「⾦のたまご農園流」セクター配分の基本戦略 

 1.  主要なセクターをバランス良く網羅する：  情報技術、⾦融、⼀般消費財‧サービ 
 ス、資本財‧サービス、素材、ヘルスケア、⽣活必需品、公益事業、通信サービ 
 ス、エネルギーなど、主要なセクターを理解し、バランス良く投資を検討しましょ 
 う。特に、景気変動に強い  ディフェンシブセクター  （ヘルスケア、⽣活必需品、公 
 益事業など）を組み⼊れることが、農園全体の安定性を⾼めます。 

 2.  ⾃⾝のポートフォリオの「偏り」を認識する：  定期的に⾃分のポートフォリオがど 
 のセクターにどれくらいの割合で配分されているかを確認し、特定のセクターに資 
 ⾦が集中しすぎていないかチェックしましょう。 

 3.  市場環境に応じて「セクターの種まき」を調整する：  景気サイクル（景気拡⼤期は 
 ITや資本財、景気後退期はディフェンシブ株など）や、AI、脱炭素といったその 
 時々のテーマに応じて、ポートフォリオの⼀部を調整することも有効です。ただ 
 し、短期的なトレンドに振り回されすぎないことが重要です。 

 「セクターETF」や「バランス型ファンド」を活⽤することで、個別銘柄を選ぶ⼿間をかけ 
 ずに⼿軽にセクター分散を⾏うことも可能です。 



 3.3 銘柄のポートフォリオ管理表を⾃分で作ろう！「⾦のなる⽊」を育てる 
 『農園⽇誌』のすすめ 

 どんなに丹精込めて育てた「⾦のなる⽊」も、その成⻑を⽇々⾒守り、記録する「農園⽇ 
 誌」がなければ、最適な⼿⼊れはできません。投資においても、⾃分のポートフォリオ（銘 
 柄の集合体）を管理するための表は、あなたの「羅針盤」となります。 

 ⾃分で管理表を作成することには、以下の魅⼒があります。 

 ●  深い理解と愛着：  ⾃分で項⽬を設定し、数字を⼊⼒していく過程で、各銘柄の情報 
 や現在の状況を肌で感じることができます。 

 ●  柔軟なカスタマイズ：  ⾃分が本当に知りたい情報、管理したい項⽬を⾃由に設定で 
 きます。 

 ●  データ活⽤の基礎⼒：  将来的に⾼度な分析を⾏うための基礎⼒が養われます。 

 ⾃分で作る！「⾦のたまご農園」ポートフォリオ管理表の項⽬例 

 ExcelやGoogleスプレッドシートで、以下の項⽬を盛り込んだ管理表を作成しましょう。 

 ●  基本情報:  銘柄名、ティッカーシンボル/コード、購⼊⽇ 
 ●  購⼊時情報:  購⼊株数、購⼊単価、購⼊⾦額 
 ●  現在価値:  現在株価、評価額 
 ●  損益:  評価損益、評価損益率 
 ●  配当情報:  想定年間配当⾦（1株あたり）、想定年間配当⾦（合計）、購⼊時配当利 

 回り、現在配当利回り 
 ●  ポートフォリオ全体:  構成⽐率、セクター、投資⽅針/メモ、年初来リターン（任 

 意） 

 「農園⽇誌」の賢い使い⽅：データ⼊⼒と活⽤術 

 1.  データ⼊⼒は「⽇課」にする:  購⼊‧売却時や、週に⼀度など決まったサイクルで株 
 価を更新し、正確な情報を⼊⼒しましょう。 

 2.  ポートフォリオ全体の「健康状態」をチェックする:  構成⽐率や評価損益、配当利回 
 りの推移を定期的に確認し、偏りがないか、健全に成⻑しているかをチェックしま 
 す。 

 3.  「投資⽅針/メモ」欄を最⼤限に活⽤する:  購⼊理由、売却基準、関連ニュースな 
 ど、⾃分なりの知恵や判断の根拠を記録し、振り返りに役⽴てましょう。 

 ⾃分でポートフォリオ管理表を作ることは⼿間がかかるかもしれませんが、この「農園⽇ 
 誌」をつける習慣は、あなたの投資に対する意識を⼤きく変え、より賢明な投資判断を下す 
 ための強⼒なツールとなります。何よりも⼤切なのは、  継続すること  です。 



 終章 農園主からの提⾔：不透明な時代にこそ「⾦のたま 
 ご」を⼤切に 

 私たちはこれまで、「⾦のたまご農園」の経営戦略について深く掘り下げてきました。アッ 
 パーマス層への挑戦、年⾦に頼らない⽼後資⾦の設計、そして具体的な「⾦のなる⽊」の選 
 び⽅から、その成⻑を記録する「農園⽇誌」のつけ⽅まで。 

 しかし、どんなに完璧な計画を⽴て、優れた「⾦のなる⽊」を植えたとしても、⾃然界に 
 「嵐」が来るように、投資の世界にも予期せぬ「市場の変動」や「経済の荒波」は必ずやっ 
 てきます。 

 例えば、記事で触れた「トランプ関税相場」のような、政治的な不確実性。あるいは、未曾 
 有のパンデミックや⼤規模な災害。これらは、私たちの「⾦のなる⽊」を⼤きく揺るがし、 
 時には⼼を不安にさせるかもしれません。 

 嵐にも負けない「強い農園」を育む、農園主の⼼構え 

 農園主として、私は⾃然の厳しさを知っています。しかし、嵐の⽇に感情的になっても、状 
 況は良くなりません。冷静に、そして諦めずに対応することが、困難を乗り越える鍵です。 
 投資においても、この⼼構えが何よりも⼤切です。 

 ●  ⻑期視点を持つこと：  投資はマラソンのようなものです。途中で多少つまずいて 
 も、最終的なゴールを⾒据えていれば、⼀時的な困難は乗り越えられます。短期的 
 な市場の動きに⼀喜⼀憂せず、数⼗年単位の⻑い⽬で資産を育てましょう。 

 ●  「⾃分なりのルール」を決めること：  「株価が〇%下がっても売らない」「〇年は 
 この投資を続ける」など、事前に⾃分なりのルールを決めておくことで、感情的な 
 判断を防ぎやすくなります。 

 ●  「情報との距離」を保つこと：  市場のニュースやSNSに過剰に反応せず、信頼でき 
 る情報源から冷静に情報を得ることが⼤切です。時には、あえて市場から少し距離 
 を置いて、静かに過ごす時間も必要です。 

 ●  「守る安⼼」を最優先に：  どんなに素晴らしい収益を上げても、⼼の安⼼がなけれ 
 ば意味がありません。無理のない範囲で投資し、余裕資⾦を確保し、分散投資を徹 
 底することで、万が⼀の事態にも対応できる「強さ」を⾝につけましょう。 

 「嵐にも負けない、強い農園」。それは、単に資産が増えることだけを指すのではありませ 
 ん。どんな状況になっても、  冷静に、そして安⼼して資産形成を続けられる⼼の状態  こそ 
 が、本当の「強さ」だと私は考えます。 



 最後に、皆さんへ 

 この本を通して、皆さんが「⾦のたまご農園」の哲学と具体的な⽅法論を学び、ご⾃⾝の未 
 来を耕すための確かな⼀歩を踏み出せたなら、農園主としてこれ以上の喜びはありません。 

 資産形成の旅は、決して平坦な道ばかりではありません。しかし、正しい知識と、忍耐⼒、 
 そして何よりも「やればできる」という希望があれば、必ずや豊かな実りへとたどり着くこ 
 とができます。 

 私と共に、あなたの「⾦のたまご農園」を、どんな未来が来ても安⼼できる、豊かな農園に 
 していきましょう。 

 さあ、今⽇も未来の豊かな収穫を⽬指して、⼀歩ずつ着実に進んでいきましょう！ 

 ⾦のたまご農園 農園主 
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